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77. Mamut Rayle, 佐藤望, 曽我一將, 東美和, 胡亞軍, 水澤英洋, 横田隆徳, 石川欽

也. 脊髄小脳失調症 6 型における CAG repeat 数と発症年齢の関連についての再検討. 日

本人類遺伝学会 第 60 回大会, 東京, 2015.10.15 

 

78. 仁科一隆, 横田隆徳. 第三の核酸医薬「ヘテロ二本鎖核酸」の開発.日本人類遺伝

学会 第 60 回大会, 東京, 2015.10.17（招待講演） 

 

79. 浜口毅, 坂井健二, 野崎一朗, 篠原もえ子, 三條伸夫, 中村好一, 北本哲之, 村山繁

雄, 佐藤克也, 原田雅史, 水澤英洋, 山田正仁. MM2 皮質型孤発性 Creutz&ldt-Jakob 病の

臨床診断への試み．第 20 回日本神経感染症学会総会･学術大会, 長野, 2015.10.22 

 



80. 三浦義治, 中道一生, 岸田修二, 西條政幸, 高橋健太, 鈴木忠樹, 三條伸夫, 阿江竜

介, 澤洋文, 奴久妻総一, 原由紀子, 雪竹基弘, 浜口毅, 水澤英洋, 山田正仁. 本邦発症の進

行性多巣性白質脳症患者サーベイランスの現状と課題－厚労科研 PML 研究班 PML サーベ

イランス報告－．第 20 回日本神経感染症学会総会･学術大会, 長野, 2015.10.22 

 

81. 鬼澤真実, 戸出のぞみ, 佐藤望, 大久保卓哉, 横田隆徳. 多発性硬化症治療中にメ

トトレキセート関連リンパ増殖症を発症し、EB ウイルスの関与が疑われた 1 例. 第 20 回

日本神経感染症学会総会･学術大会, 長野, 2015.10.22 

 

82. 鳴海純, 叶内匡, 赤座実穂, 青柳栄子, 柳奈緒美, 太田那津美, 角勇樹, 横田隆徳, 

萩原三千男, 東田修二. 神経伝導検査における精度管理のための基礎的検討. 第 45 回日本

臨床神経生理学会学術大会, 大阪, 2015.11.6 

 

83. 叶内匡，関口輝彦, 横田隆徳. 四肢発症の筋萎縮性側索硬化症における初発部位

の障害進行と球部への障害進展の関係. 第 45 回日本臨床神経生理学会学術大会, 大阪, 

2015.11.6 

 

84. 小野大介, 叶内匡, 三條伸夫, 西田陽一郎, 石川欽也, 横田隆徳. 視神経脊髄炎・

多発性硬化症の脊髄萎縮における体性感覚誘発電位. 第 45 回日本臨床神経生理学会学術大

会, 大阪, 2015.11.6 

 

85. 八木洋輔, 叶内匡, 冨満弘之, 横田隆徳. Gerstmann-Sträussler-Scheinker 病にお

ける経頭蓋磁気刺激を用いた皮質延髄路の評価. 第 45 回日本臨床神経生理学会学術大会, 

大阪, 2015.11.6 

 

86. 飯田真太郎, 鈴木基弘, 三條伸夫, 西田陽一郎, 叶内匡, 横田隆徳. CIDP 寛解期維

持療法の神経伝導検査における予測因子の検討. 第 45 回日本臨床神経生理学会学術大会, 

大阪, 2015.11.6 

 

87. 石黒太郎, 横田隆徳, 永井義隆, 石川欽也. 神経変性疾患における RNA 

chaperone の働き：RNA quality control の観点から Regulatory role of RNA chaperone 

in neurodegeneration. 臨床ストレス応答学会シンポジウム, 東京, 2015.11.7  

 

88. Kuwahara H, Shimoura T, Song J, Yoshida-Tanaka K, Nishina K, Nagata T, 

Yokota T. Heteroduplex oligonucleotide to regulate the blood-brain barrier. 第 2 回

COINS 国際シンポジウム 2015, 東京, 2015.11.24 



 

89. 三條伸夫, 日熊麻耶, 伊藤陽子, 古川迪子, 横田隆徳. アルツハイマー病における

失禁症状に対するメマンチンの有効性の検討. 第 33 回日本神経治療学会総会, 名古屋, 

2015.11.27 

 

90. 永田哲也, 齊藤崇, 増田智, 鈴木麻衣子, 中村治雅, 小牧宏文, 武田伸一. デュシャ

ンヌ型筋ジストロフィーに対するエクソン 53 スキップ治療薬の早期探索的臨床試験. 第

33 回日本神経治療学会総会, 名古屋, 2015.11.27 

 

91. 横田隆徳. 核酸医薬を用いた遺伝子治療の展望. 第 33 回日本神経治療学会総会, 

名古屋, 2015.11.28（招待講演） 

 

92. 大久保卓哉, 山田健治, 山口清次, 水澤英洋, 横田隆徳. 疼痛コントロール不良な

グルタル酸尿症 2 型成人例に対する bezafibrate 内服治療の試み. 第 33 回日本神経治療学

会総会, 名古屋, 2015.11.28 

 

93. 吉岡耕太郎, 筋野裕美子, 國枝泰希, 田中規恵, 朴文英, 桑原宏哉, 仁科一隆, 永田

哲也, 横田隆徳. ヘテロキメラ 2 本鎖核酸医薬による新規マイクロ RNA 抑制機構の解明. 

日本核酸医薬学会第一回年会, 京都, 2015.11.30 

 

94. 國枝泰希, 吉岡耕太郎, 筋野裕美子, 田中規恵, 朴文英, 桑原宏哉, 仁科一隆, 永田

哲也, 横田隆徳. Gapmer 型二本鎖ヘテロキメラ核酸の開発. 日本核酸医薬学会第一回年会, 

京都, 2015.11.30 

 

95. 下浦貴大, 桑原宏哉, 宋金東, 田中（吉田）規恵, 仁科一隆, 永田哲也, 横田隆徳. 

DNA/RNA ヘテロ核酸を用いた生体内での血液脳関門の機能制御. 日本核酸医薬学会第一

回年会, 京都, 2015.12.1 

 

96. 下浦貴大, 桑原宏哉, 宋金東, 田中規恵, 仁科一隆, 永田哲也, 横田隆徳. 血液脳関

門の機能を制御する新規核酸医薬の開発. BMB2015, 神戸, 2015.12.4 

 

97. 天野永一郎, 鈴木基弘, 大久保卓哉, 石橋哲, 三條伸夫, 江川聡, 横田隆徳. VP シ

ャント後に頸髄萎縮を認めた 77 歳男性. 第 215 回日本神経学会関東・甲信越地方会, 東

京, 2015.12.5 

 

98. 三浦元輝, 飯嶋真秀, 佐藤武文, 石橋哲, 三條伸夫, 横田隆徳. ぶどう膜炎と慢性



関節炎を呈し、関節滑膜炎生検にて関節サルコイドーシスと診断しえた 64 歳男性例. 第

182 回東京サルコイドーシス／肉芽腫性疾患研究会, 東京, 2015.12.5 

 

99. 横田隆徳. 新規核酸医薬、ヘテロ核酸の創生. 第 22 回 JBIC バイオ関連基盤技術

研究会, 東京, 2015.12.11（招待講演） 

 

100. Asada K, Canestrari E, Fu X, Li Z, Makowski E, Wu YC, Mito JK, Kirsch DG, 

Baraban J, Paroo Z. Rescuing dicer Defects via Inhibition of an Anti-dicing Nuclease. 

第 2 回日本 miRNA 学会学術集会, 名古屋, 2016.2.6 

 

101. 曽我一將, 石川欽也, 古屋徳郎, 飯田忠常, 山田哲夫, 安藤登, 岡田（菅野）宏美, 

田中伸哉, 新宅雅之, 江石義信, 水澤英洋, 横田隆徳. 脊髄小脳変性症６型における遺伝子

量効果の臨床的・神経病理学的検討. 第 8 回 CBIR 若手インスパイアシンポジウム, 東京, 

2016.2.20 

 

102. 石津暢隆, 蛇沢晶, 相澤秀紀, 崔万鵬, 橋本謙二, 藤田有子, 由井大錦, 水澤英洋, 

横田隆徳, 渡瀬啓. Vps35 D620N ホモ接合ノックインマウスでは線条体からの dopamine

放出が障害される. 第 8 回 CBIR 若手インスパイアシンポジウム, 東京, 2016.2.20 

 

103. Song J, Shimoura T, Kuwahara H, Yoshida-Tanaka K, Nishina K, Nagata T, 

Yokota T. New platform technology to regulate the blood-brain barrier function in vivo. 

第 8 回 CBIR 若手インスパイアシンポジウム, 東京, 2016.2.20 

 

104. 天野永一朗, 鈴木基弘, 尾崎心, 大久保卓哉, 石橋哲, 三條伸夫, 金兼弘和, 横田隆

徳. 免疫不全症を背景に進行性多巣性白質脳症を発症し、急速に神経症状の改善を得た 1

例. 第 216 回日本神経学会関東・甲信越地方会, 東京, 2016.3.5 

 

105. 徳永英恵, 板谷早希子, 尾崎心, 佐藤望, 石橋哲, 三條伸夫, 高橋利幸, 横田 隆徳. 

傾眠で発症し両側視床下部病変を呈した Epstein-Barr Virus 脳炎の 41 歳男性例. 第 622

回日本内科学会関東地方会, 東京, 2016.3.12 

 

  



【受賞】 

1. 第 56 回日本神経学会学術大会優秀口演賞（基礎部門）. 日本神経学会. 2015 年 5

月 

 

2. 日本核酸医薬学会第 1 回年会優秀発表者賞（川原賞）. 日本核酸医薬学会. 2015

年 12 月（2 名受賞） 

 

3. 第 2 回日本 miRNA 学会学術集会 The Best Presentation Award（藤井ロバート

陽一賞）. 日本 miRNA 学会. 2016 年 2 月 

 

4. 第 8 回 CBIR+ONSA 共催若手インスパイアシンポジウム優秀賞. 東京医科歯科大

学脳統合機能研究センター. 2016 年 2 月 

 

【その他業績】 

1． 座長, 一般演題（ポスター）：セッション「アルツハイマー病治療 2」，第 56 回日

本神経学会学術大会. 2015.5.22 新潟 


